



拓殖大学 政経学部 京都学園大学 経済学部















































































































































22 Journal of the Faculty of Economics, KGU, Vol.24, No.2, March 2015
c(t)、e(t)、k(t)、r(t)、ρ(t)は各々 t期の一人あたり消費量、資源消費量、資本量、資源埋蔵
量、汚染物質排出量であり、Uは効用の現在価値の合計を表し、t期の効用はu(t)=logc(t)







































ϒ、ϒ、ϒの恒常的均衡値ϒ＊ 、ϒ＊、ϒ＊ 、ϒ＊ は以下のように決定される7。
ϒ＊ =ϒ＊ =−ρ (12)











































































































































































w＊・− ψ(1−α)(−1+α+ϕ−τ) + 1−α+ψ−1+α+ϕ−τ z'＊
ν+ ψ(1−α)(−1+α+ϕ−τ) x＊+ 1−α+ψ−1+α+ϕ−τ (z'＊x＊+l)+2w＊
ただし、
ν=− α(−1+α+ϕ−τ)+ψ(1−α)(−1+α+ϕ−τ) x＊+ ϕ−τ+ψ−1+α+ϕ−τ (z'＊x＊+l)+x＊
･− α(−1+α+ϕ−τ)+ψ(1−α)(−1+α+ϕ−τ) + ϕ+ψ−τ−1+α+ϕ−τ z'＊
となり、均衡値（x＊，w＊）を使えば、x−w平面における収束経路が以下のように直線で近
10 直線P−P’の傾きおよび方程式の導出は宮永（2002）数学注 1─ 1を参照のこと。




































ただし、Jはヤコビ行列 Jの第 i行 j列の要素を表す。
この固有値を用れば t期における各変数の値 x(t)、z(t)、w(t)は、以下のように表せる。
x(t)=x＊1・x(0)
































12 資源消費量の初期値 e(0)の導出については宮永（2009）および宮永（2002）数学注 3を参照のこと。
13 条件 0＜ α＜ 1は仮定から、条件 ϕ−τ＞ 1は内生的成長を可能にする条件から導出されている。






設定する。設定すべきパラメータは、資源が生産に占めるシェア α(0＜ α＜ 1）、資本の外
部性 ψ(1－ α+ψ＞ 1）、割引率 ρ、生産関数のパラメータA、汚染排出量が生産に与える外
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